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＜連絡事項＞
・退院の準備
　受け持ち担当にて、シンラック液や点眼薬、頓服薬等を事前に確認し、処方が必要であれば依頼するようにして下さい。当日に処方依頼するという事がないよう前もって準備する様にして下さい。（他科薬であれば当院にて処方できるものなのか確認）
＜患者様連絡事項＞
・田中　稔美様～御家族より採血結果について聞きたいと希望あった為、主治医へ確認、
　　　　　　　　精神状態悪化により、薬剤調整中である為、採血結果を今現在のだけをみても意味がない事を説明していく。又、治験の同意書サインの来院できる日を改めて確認する。
・服部　英喜様～CSプランの　Dプランに入ってもらえないかご家族に確認していく。又、現在スリッパであり、安全の為、履物購入して良いかご家族へ確認していく。
・清水　浩様～スリッパである為、安全の為、履物購入をすすめご家族より了承得られたので発注していく。老健はくじゅへ7月31日行き、はくじゅで取り扱いしていない薬剤は中止していることを相談員へ相談し、それから申し込みしていく予定との事。
・本堂　秀夫様～腰ベルト使用し経過観察としていたが、腰ベルトにて対応可能である為、ご家族へ購入を受け持ち担当より確認して下さい。
・苫米地　正義様～血糖測定について主治医より、施設入所となった場合血糖測定中止していく事で良いとの指示あり。（入院中は継続）
・田中　稔美様～食事拒否強く、摂取量少ない為、点滴2本/日　4日分処方。抵抗強く、点滴継続困難な場合は、途中で中止可の指示あり。
・車椅子本人用で購入できないか検討、ご家族へ確認してみる
　田名部　清一様　角谷　守通様　奈良　芽乃子様
＜船場Dr診察＞
・川守田　義雄様～臨時薬同内容14日分処方。以降主治医へ。
・北上　やゑ様～臨時薬同内容7日分処方。以降主治医へ。
・小笠原　聖八様～臨時薬同内容5日分処方。以降主治医へ。
・上田　恭子様～臨時薬8月3日までの処方はあり。以降は主治医へ。
・中市　正治様～臨時薬同内容4日分処方。以降は主治医へ。
・甲地　茂子様～臨時薬同内容14日分処方。以降は主治医へ。
・佐々木　由一様～点滴7月30日分まで処方。以降は主治医へ。
※船場Dr当面、休みとなる。
＜馬渡Dr診察＞
・小山田　チヤ様～臨時薬メマリー（5）1Ｔ追加、他同内容にて7日分処方。
・服部　英喜様～臨時薬同内容7日分処方。
・小笠原　聖八様～臨時薬同内容7日分処方。
・上田　恭子様～退院時処方14日分処方。退院指示あり。
・山地　治寿子様～臨時薬同内容にて7日分処方。経管栄養カテーテル交換指示あり。
・清水　浩様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・西塚　幸子様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・本堂　秀夫様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・大渡　勝男様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・清川　恵様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・小松　忠夫様～尿検査白血球+4、尿量少ない為、点滴2本処方となる。
＜退院支援＞
・南山苑候補
　馬場　良様・苫米地　正義様の2名
　ご家族へ来週南山苑より訪問調査をして頂く予定であることを連絡し、不可となる場合もあるが、入所可能となった場合対応して頂きたいことを依頼する。
＜要注目患者様＞
・柳町　由雄様～本日の深夜帯、点滴を自己抜去あり介入に興奮ぎみとなり不眠経過。「（拘束帯を）外せ。これをやってるから血圧が高くなる。せっかく歩こうと思ったのに、これやってればダメだ。部屋に戻って着替えする。」とやや不穏さみられている。スタッフの説明にも耳を傾けず。膀胱留置カテーテルの接続部が外れ、病衣が濡れているため更衣施行。背もたれなしで座位保持できず、スタッフ支える。更衣時は協力動作得られてる。酸素カニューレ外しあるが、ルームエアで87～94％。一旦、止め経過観察とする。車椅子にて離床をすすめホールで見守りする。独語活発、放歌もみられる。
・佐々木　由一様～バイタルサイン異常なし。食事は朝食全量、昼食1/2摂取される。膀胱留置カテーテル内血尿、コアグラ確認し経過観察している。褥瘡部からの浸出液少量のみ。1日2回ガーゼ交換必要か次回皮膚科診察にて検討していく。本日の深夜帯尿量1400ml流出あった為、1日量含め確認していく。
・山田　石見様～昨日血圧74～83/52～57㎜Hｇと低値であったが、本日は102/67㎜Hgにて経過。他バイタルサイン異常なし。尿流出良好、混濁や浮遊物なし。点滴漏れがあり。刺し替えしている。
・池野　功一様～昼食時、被毒妄想訴え食事は1/4のみ。ラクフィアは吐き出している。又スタッフへも粗暴的となっている。
・小山田　チヤ様～食事に時間を要している為、レストラン移動ではなく病棟ホールに摂取して頂く事とする。（早出し依頼済み）
・渡部　節子様～準夜帯より排尿なかったが、午前中オムツ内排尿あり、またポータブルトイレにも排尿あり。ポータブルトイレにて、腰を曲げることができない様子がある。
・下村　慶子様～準夜帯より排尿なかったが、午前中オムツ内排尿あり。
・清水　浩様～他患者がおやつを食べているのを見て「自分が食べれないのは不公平だ。」
と話している。妻へ連絡し、現在の歯の状態や嗜好が分からないので、売店で購入して欲しいとのこと。金額の上限はないが、食べる量に気を付けてもらえればとのこと。まずは、食べれるかの確認をしながら少量ずつの購入とする。
・田中　稔美様～昨日、準夜帯指示の点滴自己抜去2回あり介入に粗暴、抵抗みられている。本日は、朝食、昼食とも数口と食事の摂取量少ない。点滴4日分指示あり、本日分は拒否なく施行している。頸部内出血、表皮剥離みられている。創部ファスナート固定している。
・大渡　勝男様～深夜帯、ベッド上で弄便行為3回有り介入要す。便汚染のリハビリパンツを回収すると「それは捨てるなよ」との発言あり、説明行うも理解乏しく、的外れな発言見られている。 日中弄便行為はない。ホールで過ごされている。危険行為、破壊行為はない。

・角谷　守通様～オムツ交換時、介助への抵抗あるが、その他は落ち着いている。
・服部　英喜様～臥床傾向。歩行不安定さ若干ある為、見守り要す。
・鎌田　隆子様～自室で臥床して過ごされている。声掛けに「あの人待ってなくちゃ」と壁を指さしている。幻視・幻聴に左右された発言あり。
・奈良　芽乃子様～昼食時2/3摂取したところで嘔気あり中止している。
・小松　忠夫様～朝食は嚥下に時間を要すも介助にて朝食全量、昼食1/2摂取。眼瞼周辺の浮腫あり。食事中は、閉眼する事多く、都度、声掛けにて開眼している。1日の尿量少ない為、主治医へ確認していく。
　　　　　　　　血圧88/64㎜Hgと低値。経過観察している。
・和田　正義様～11：50車椅子で過ごされていたが覚醒状態不良。血圧74/43㎜Hg、脈拍78回/分、酸素飽和度98％。口唇のチアノーゼあり。声掛けに反応あるも開眼する事できず。昼食不食している。車椅子のリクライニング倒し、下肢挙上することで回復。

14：00再検血圧128/94㎜Hg、脈拍94回/分、酸素飽和度98％。顔面血色良好。開眼し起き上がり頻回の為、車椅子で過ごしていただく。覚醒状態良好。
　　　　　　　　主治医へリハビリ訓練終了後、覚醒状態不良、血圧低下あった事報告する。リハビリ訓練は、無理しないように、次週田中Ｄｒへも今回の状態について情報提供する様指示あり。
＜ＰＴリハ（藤田PT）より＞
柳町　由雄様

本日座位訓練実施しました。背もたれが無い状態だと保持困難ですが、車椅子上ではずり落ちもなく良姿勢で保持可能です。離床時のバイタルも安定しており、大きな声での発言も聞かれております。終始興奮気味で「リハビリなんて必要ない。自分の体は自分が一番分かっている。」と話しているため、積極的な介入は今後どうなるか・・との印象です。（以前リハビリを行っていた際も拒否的な方でした）

移乗時には下肢での支持も弱く長期臥床による下肢筋力の低下が見られています。歩行は現段階では不可能と考えらえます。
本日は興奮気味にＢユニットからもともとの自室があるＡユニットの方へ上下肢を利用し車椅子自走していた為、訓練も兼ねて見守っていました。体力の低下があり頻回に休憩していました。

今後は本人次第ですが、座位訓練から立位訓練に移行し、歩行補助具等を利用し歩行訓練まで繋げていく予定です。
